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第１回北広島市住生活基本計画策定検討委員会会議録 

 

日 時 令和６年８月８日（木）１５時００分～１６時３０分 

会 場 市役所３階 会議室３Ｄ 

出 席 委 員 安藤委員長、川俣副委員長、小池委員、関川委員、木村委員、秋島委員、

羽田委員、千葉委員、中垣委員 

欠 席 委 員 高杉委員 

市 出 席 者 （市建設部建設総務課）庄司次長、池端主査、佐藤主任 

（市建設部建築課）瀬田松課長、今井主査 

（業務受託者）日本データーサービス株式会社 

傍 聴 者 なし 

会 議 次 第 １．開会 

２．委嘱書交付 

３．市長挨拶 

４．自己紹介 

５．委員長・副委員長選出 

６．会議録署名委員選出 

７．議事 

１)計画策定の目的と位置づけ等 

２)住宅政策の変遷と上位・関連計画の状況 

３)現行計画の進捗状況 

４)住まいに関するアンケート調査 

５)北広島市の住生活を取り巻く現状と課題 

８.その他 

９.閉会 

 

１  開  会 

 

２ 委嘱状交付 

 

３ 市長挨拶 

 

４ 自己紹介 

 

５ 委員長・副委員長選出 
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６ 会議録署名委員選出 

 

７ 議事 

１）計画策定の目的と位置づけ等 

２）住宅政策の変遷と上位・関連計画の状況 

３）現行計画の進捗状況 

４）住まいに関するアンケート調査 

５）北広島市の住生活を取り巻く現状と課題 

○受託者から、はじめに１）から４）について、資料に基づき説明。 

 

（Ａ委員） 

・本計画に掲載されている施策の進捗状況については、何か詳細な説明はありますでし

ょうか。 

 

（回答） 

・本委員会では、議事の５）北広島市の住生活を取り巻く現状と課題について、主に意

見等を頂きたいので、今回は時間の都合上、説明を割愛させていただきます。 

 

（Ｂ委員） 

・北広島団地地区では、高齢化が進んでおり、空き家も増えている様子があります。そ

こに親族が戻ってくる見込みもなく、家の中の物が整理されていないため、家財の処

分にお金がかかり、解体が思うように進まないという問題があると聞いています。 

・バスの本数が少なく、ボールパークができてから、少し改善したようではありますが、

交通の便が悪いと思います。 

・北広島団地地区は昭和45年から宅地造成され、昔は近くにスーパーがあったので、買

い物できたが、スーパーも潰れ、当時住み始めた方々が高齢になって車が使えなくな

ると、移動に困っている様子があります。 

 

（Ｃ委員） 

・輪厚地区では、徒歩圏内で行くことのできる商業施設がコンビニくらいです。移動販

売車も参入したが、売れ行きが悪く撤退してしまいました。また、移動手段について

は、高齢者も若者もバスのみで、高齢者は車を手放せないし、若者がアルバイトに行

きにくいなど、生活に支障が出ています。輪厚地区はボールパークの影響をあまり受

けていないのか、バスの便数も減らされています。 

・子どもの送り迎えが当たり前であり、共働きの世代は対応が大変だと思います。子ど

もが高校生になったときに引っ越す人が多い地区であると思います。 
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・病院にも行くことが難しく、場合によっては市外の病院に行く必要があり、移動だけ

で多額の費用が発生します。また、急病等により急いで病院に行きたい場合も、車の

運転ができなければバスもなく、タクシーもつかまりにくい状況ですので、医療面で

安心して暮らすことができる住環境の整備等何か方法を考えてほしいと思います。 

 

○続いて、５）について、資料に基づき説明。 

 

（Ｄ委員） 

・課題１について、ラピダスやボールパークの要素は予想段階であり、枕詞に使いすぎ

るのは危険ではないかと思います。また、仕事柄よく聞くのは、北広島市に転居した

い方・されてきた方は、札幌に通勤するためという理由の方が多いです。さらに、団

地地区や東部地区の民生委員と話す機会がありましたが、ボールパーク内に医療機関

ができた場合も、医療地区として良いのか疑問でした。今の高齢者にとって、10年後

に医療機関ができても遅く感じてしまうので、それも転居の理由になってしまうと思

います。 

 

（Ａ委員） 

・課題２について、医療大学の学生がそこまで北広島に来るのかと思います。当別には

３～４割ほど住んでいたようですが、当別は札幌から割と離れているのでそれだけの

学生が住んでいましたが、北広島は札幌からも近いのでそこまで転入する学生は多く

ないと思います。また、医療大学の学生は車を所有している方が多く、駐車場が不足

するほうに懸念があるのではと思います。学生ではなく、ラピダス関連の居住者に重

きが置かれそうな気がしており、ここの課題は再検討する必要があると思います。 

・課題４について、景観計画の策定に向けて動いているとお聞きしましたが、進捗状況

をお聞きします。 

 

（回答） 

・景観計画を策定するにあたり、策定員会を組織したところであります。令和９年度か

らを計画期間として、策定作業を進めているところです。 

 

（Ａ委員） 

・現行計画では地区別で課題を整理していましたが、今回もそのように整理するのでし

ょうか。 

（Ｅ委員） 

・第６次総合計画で方向性を示しているので、そこをベースにして進めていけば良いと

思います。 

 

 



‐4‐ 

 

（Ｂ委員） 

・空き家バンクの登録数について、北広島市の空き家数の現状とあっていますか。 

 

（回答） 

・すべての空き家を登録できていないが、北広島不動産協会に所有する空き家の物件登

録を呼びかけ、空き家の流動化に努めているところです。 

 

（Ａ委員） 

・空き家数について、数値に見えない空き家予備軍への対応が重要になるのではないか

と思います。予備軍にしないための対策を加えても良いのではないかと思います。 

 

（Ｄ委員） 

・空き家の予備軍は一定数あると思います。福祉の分野と建設総務課が連携して対応し

ていくことができると良いと思います。 

 

（Ｂ委員） 

・不動産の売却は、更地と家付きとどちらが売れるのだろうか。 

 

（Ｄ委員） 

・物件によって異なり、一概には言えませんが、更地にしたほうが土地としては売りや

すい場合もあります。ただし、更地にする際に費用が発生するので、売れたら更地に

するという手法を取っている方もいます。 

 

（Ｃ委員） 

・空き家を売却以外の活用方法はないでしょうか。例えば、福祉事業者に貸し出したり、

コミュニティづくりに利用したりなどの手法もあると思います。 

 

（回答） 

・課題６－２に記載した「空家・空住戸における活用の検討が必要」には、地域コミュ

ニティを維持するための場など、住宅以外の活用を検討していく意図も含まれていま

す。空き家所有者と空き家を使いたい方のマッチングをどのようにしていくかという

課題はありますが、何ができるかを考えながら、計画に記載してくことができると良

いと思います。 

 

（Ａ委員） 

・課題７について、資料では現在の家に住み続ける方が６割、ほかの４割は多様な住宅

への転居を希望している結果となっています。この４割の方への支援等対応すること

が大事ではないかと思います。そこに対する課題を上げてみてはどうかと思います。 
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（Ａ委員） 

・課題８の市営住宅について、今後どのように管理していくかの意向はありますか。補

足の説明があればお願いします。 

 

（回答） 

・北広島市公営住宅長寿命化計画では、今のところ、西の里北団地を廃止していく予定

があります。 

 

（Ａ委員） 

・先ほどの４割の方が、市営住宅に住むということは考えられますでしょうか。 

 

（回答） 

・持ち家の方が市営住宅に入るとなると、収入要件が見合わなくなるのではと思います。

市営住宅の高齢化も進んでいることから、まずは、当面改修しながら戸数を維持して

いく予定です。 

 

（Ｅ委員） 

・資料に示された管理戸数の数値は市営住宅の棟数でしょうか。 

 

（回答） 

・棟数ではなく、現在管理している市営住宅の戸数となります。 

 

（Ｃ委員） 

・この計画は、今回話された現状や課題について、北広島市としてどのような取組をし

ていくかを記載していくものになりますか。 

 

（回答） 

・今回は現状と課題までをお示ししており、本日いただいた意見も含めて、今後、課題

を解決するための具体的な取組を整理して行く予定です。 

 

（Ｃ委員） 

・課題４－２について、ここでいう景観というのは、例えば太陽光パネルの設置によっ

て景観が阻害されているというような意図も含まれていますか。 

 

（回答） 

・ここで記載したのは、住環境としての景観であり、森林や植栽などの自然景観をイメ

ージしています。具体的な阻害要因に太陽光パネルの設置によるものもあるかもしれ

ませんが、個別事象に対する具体的な対策を記述していくことは想定していません。 
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８ その他 

○事務局から、本計画の策定体制と、今後のスケジュールを説明。 

 

（Ｂ委員） 

・次回の策定検討委員会で、医療大学やラピダス関連の居住ニーズについて、少し整理

してもらえるとありがたいです。どのくらい住む見込みなのか数字で分かるとなおあ

りがたいです。 

 

（回答） 

・庁内で大学移転に向けたプロジェクトチームを立ち上げ、医療大学の居住ニーズを把

握する方向で進めています。 

 

９ 閉  会 
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議事録署名              
 
                   

 


